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各班検討結果 【結果概要】 

  
会議名称 第６次所沢市総合計画 第３回「絆」ミーティング 

日  時  平成 2９年 １２月３日（日）10:00～12:00 

会  場 所沢市役所８階大会議室 

会議次第 

１ 開 会 

２ あいさつ 

３ 第６次所沢市総合計画に係る主要施策について 

 （１）グループワーク 

 （２）成果発表 

４ その他 

５ 閉 会 

配付資料 ・第６次所沢市総合計画策定のための第３回「絆」ミーティング 

出席者 

出席者 ９０ 名 

【内訳】 

市民検討会議団体委員１０名 (欠席４名)、市民委員１８名 (欠席９

名) 職員プロジェクトチーム４４名（欠席４名） 

 

事務局７名 経営企画課 鈴木参事、市川主幹、大出副主幹 

            谷口主任、溝井主任、高野主任、 

相原臨時職員 

ファシリテーター１１名 株式会社地域計画連合職員 

議事の内容 

開会及び経営企画担当参事のあいさつの後、資料に基づき、第２回

「絆」ミーティングの要約及び計画の進捗状況、第３回「絆」ミーティ

ングのグループワークに係る重点的な取り組み（案）について事務局よ

り説明を行い、その後、「重点的な取り組み（案）について検討し、自分

達ができることや地域・行政との協働を考えよう」をテーマにグループ

ワークを実施した。 

 

３．第６次所沢市総合計画に係る主要施策について 

（１）グループワーク 

 （２）成果発表 

 成果内容は別紙の通りである。 

 

４．その他 

 今後第６次所沢市総合計画策定に係る市民説明会の周知等を行い、閉

会となった。 
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各班検討結果 【結果概要】 

 

テーマ: 

「重点的な取り組み(案)について、市民が出来ることや地域・行政等と協働で取り組

むことを検討しよう」 

 

各班（「重点的な取り組み(案)別）で出された意見は、主に以下の内容となった。 

 

分野 主な意見(※抜粋) 

１． 

人と人との「絆」 

健幸長寿 

 

（1 班、2班、4班） 

【アイディア・意見等】 

・歩きたくなる、立ち寄りたくなるウォーキングコースの充実(1班) 

・気軽な見守りや高齢者同士のつながり、参加のきっかけづくり（2班） 

・健幸マイレージを広げる工夫（食のイベント、メンバー交流会など）（4班） 

 

【(個人・市民として)取り組んで見たいこと・出来そうなこと】 

・若い人と高齢者が交流できる機会（スマホ使い方教室など）（2班） 

・スマホアプリを活用した参加、市民によるルート提案（4班） 

 

【地域・行政等と協働で取り組むと良いこと】 

・地域に出てきてもらうための工夫（世代間交流、テーマ別など）（1班） 

・人がつながる・外に出るきっかけづくり（運動会、ゲーム大会など）（2班） 

・市民提案型のウォーキングルートづくりとイベント実施（4班） 

 

２． 

地域で見守る 

子どもの育成 

 

（3 班、5班） 

【アイディア・意見等】 

・親子を孤立させない・いつでも相談できる支援（3班） 

・民間を巻き込んだ、楽しく身近な環境学習（〃） 

・地域での教育や居場所づくり（スポーツサークル、子ども食堂など）（5班） 

・見守りを支える仕組み（ボランティア活用、高齢者との交流など）（〃） 

 

【(個人・市民として)取り組んで見たいこと・出来そうなこと】 

・必要な支援を必要な人につなぐ（3班） 

 

【地域・行政等と協働で取り組むと良いこと】 

・学校を活動の拠点として活用（放課後デイ、土曜教室など）（3班） 

・「悩んでいるのはあなただけじゃない」と伝える講演会の開催（〃） 

・地域で面倒を見られる取り組み（子ども食堂など）（5班） 

・人材のコーディネートの仕組み（高齢者の活用など）（〃） 
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分野 主な意見(※抜粋) 

３． 

環境に優しい 

「エコタウン」 

 

（6 班、8班） 

【アイディア・意見等】 

・市民意識の向上（環境ポイント制、学校の授業など）(6班) 

・緑の保全と PR(萌芽更新伐採木を活用した所沢ブランドなど（〃） 

・エコ施設（ソーラーやエコファーム、環境配慮型住宅など）（8 班） 

・３R（リサイクル・リユース・リデュース）、自転車のシェアリング（〃） 

 

【(個人・市民として)取り組んで見たいこと・出来そうなこと】 
・省エネ対策、「緑のパートナー」登録、市民への意識啓発（6班） 

・古着リサイクル、生ゴミの分別、腹八分目の食事で無駄削減（〃） 

・環境に優しいものの購入や利用（8班） 

・移動手段の見直し、体験談（リサイクルなど）の発信（〃） 

 

【地域・行政等と協働で取り組むと良いこと】 

・情報の共有と PRで、知ってもらうこと(市民活動や取り組みなど)（6班） 

・行政と一体して、町の環境を PR(〃) 

・自転車シェアリング（空き屋などを活用して拠点化）（8班） 

・歩きやすい、楽しい、魅力あるまちづくり（リバープロジェクトなど）（〃） 

 

４． 

愛着と誇り 

所沢ブランド 

 

（7 班、9班） 

【アイディア・意見等】 

・古くからあるものを活かした魅力づくり（古民家のリノベーションなど）（7班） 

・市民同士の拠点作り（普段着の付き合い）（〃） 

・豊富な資源の活用（プロ野球球団、トトロの森、航空公園など）（9班） 

・愛着はあるが良さを PRする力が弱い（住んで良いまちであるなど）（〃） 

 

【(個人・市民として)取り組んで見たいこと・出来そうなこと】 
・情報発信（SNS を活かす）（7班） 

・地域とのつながり（PTA終わっても地域に関わりが持てるなど）（〃） 

・（参加の敷居が低い）機会があれば参加する（9班） 

 

【地域・行政等と協働で取り組むと良いこと】 

・農産物の活用とブランド化（所沢グルメ、狭山茶のブランディング）（7班） 

・民泊ビジネス（都内から 1時間のベッドタウンである立地活かす）（〃） 

・目玉施設づくり（水族館や狭山湖リゾート化など）（〃） 

・所沢を知る機会づくり（一定の知識がないと行動しづらい）(9班) 

・気軽に参加できる機会り（興味あるテーマで気軽に参加できる）（〃） 

・施設等の連携（トトロの森、野球、所沢ビールなど）（〃） 

 

 

(当日の様子) 各班での検討            検討成果の発表 
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第 3 回「絆」ミーティング 記録まとめ（班別） 

 

●１班 

重点的な取り組み 

「人と人との『絆』」「健幸長寿」 

〇アイディア・意見等 

【水環境の充実】 

・灌漑用水跡の整備 

 

【安心・安全な歩道整備】 

・保安対策が必要 

・ウォーキングコース、散策路が暗い。事故発生！の

為安全道の確保 

 

【市民がやりたいことの把握】 

・年代ごとの活動を把握する 

・対象となる市民は何をして欲しいか、意見集約が必

要 

 

【きっかけとなるイベント、立ち寄るための工夫】 

・イベント、カラオケ大会他･･･ 

 

【スタンプラリー】 

・スタンプラリー、地域のお店を歩いてまわる 

・健幸のメッカ、ランニング、ウォーキング 

・航空公園（市役所でもよい）にコインロッカー設置 

【歩きたくなるための工夫】 

・トイレ、休める場所、狭山湖周辺の休憩所の増設 

・ウォーキングコースの充実、テーマ毎（例：月ごとにイ

ベントを開催） 

・ビューポイントや歴史的案内 

・ウォーキングコースのつながり、短きより長きより 

・地域毎のウォーキングコースの紹介 

・市民も市街の人も楽しめるよう、市民プラス市民以外

へのプレゼン営業 

 

【市政と行政の信頼関係づくり】 

・市民の意見が市政に反映されていることがわかる 

・取り組みの評価を正しく行う 

・集約した市民意見をどう活かすか 

・できなかったことを正しく評価する 

 

 

〇取り組んでみたいこと・出来そうなこと 〇地域・行政等と協働で取り組むとよいこと 

【健康マイレージ＋地域活動】 

・健康マイレージのメリット強化 

・健康マイレージと地域参加の統合 

 

【歩く・集う空間への整備】 

・市民の森、雑木林の下草刈り 

 

【公共施設の活用】 

・月 1回位曜日を決めて町内会館解放 

・学校施設の開放 

・休日に小・中学校の空き教室開放 

 

【地域で魅力・課題発見】 

・地域自慢大会（ウォーキングコース） 

・課題を含めて発表（行政への要望） 

 

【ゆる募】 

・団体に入らないと活動できない？「ゆる募」 

・絆の波及→活動紹介、PR 色々している、裾野を広

げる 

 

【行政の参加】 

・役所が地域にとけこむ。協働、参加 

・生活を一緒に守ってくれる地域 

・自治会、近隣トラブルに行政が帯同・協力 

 

【世代間・地域内交流のために】 

・たばこ、禁煙 

・ダイエット、筋トレ？ 

・健幸ラジオ体操 

・一人サークル加入 

・健幸づくりサークル 

・人と人との絆の世代間交流 
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●２班 

重点的な取り組み 

「人と人との『絆』」「健幸長寿」 

〇アイディア・意見等 

【孤立死をふせぐ】 

 

【地区（隣どうし）ネットワークをつくる】 

・見守り 隣の人へ 

・山口地区でモデル的な取り組み 

・福祉連絡員←気軽な見守り 

・犬の散歩のついでに 

・隣組、ちょっとした心くばり 

・健康は、病院で往診がある所もあるので、高齢者に

は便利かもしれない 

・囲碁、カラオケ大会、〇〇大会、高齢者～若い人 

 

【企業との連携】 

・食は、宅配事業者が配っている所があり、高齢者が

外出しなくてよいから便利 

 

【きっかけづくり】 

・〇〇大会、地域のおまつり、イベント 

 

【障がい者の視点】 

・狭山丘陵の方に行く人は、健常者の人が多いと思

う。坂や駅が不便。 

 

【地域包括ケアシステム】 

 

【若い人の確保（働く人が住民）】 

 

【学校（中高生）との連携】 

〇取り組んでみたいこと・出来そうなこと 〇地域・行政等と協働で取り組むとよいこと 

【サークル活動（多世代の）】 

・若い人、高齢者を集める 

・スマホ使い方教室 

・若い人の得意←→高齢者の苦手 

・絆の部分は、相手側にその人の性格を見破る、知る

ことによって、相手を誤解させなくなる。 

 

【居場所の提供（空家の店舗活用）】 

・ボランティアの方でお茶のみ会 

 

【家庭菜園】 

【人がつながる、外にでるきっかけづくり】 

・運動会、定期的なイベント 

・ゲーム大会 

・住民参加の運動会、清掃活動 

・子・親・親の親、３世代参加で高齢の人も出てくる 

・若い方を集める 

・世代間交流 

・高齢者による子どもの見守り活動 

 

【障がいに対する正確な知識、ルールの PR】 
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●３班 

重点的な取り組み 
「地域で見守る」「子どもの育成」 
〇アイディア・意見等 
【孤立させない・子どもの育成支援】 
・子育て支援＝保護者支援 
・相談に行けない家族への訪問 
・学校の先生とは忙しいと聞きます。先生に相談しづ
らいので環境改善 

・子どもがいつもいる場、相手に相談できるように 
・子育ての孤立化を防ぐため、気軽に集える、相談で
きる場を提供する 

 
【幼・保・小のつながりを強める】 
・小学校・幼稚園・保育園との交流、情報交換等 
・スムーズな就学へ向けて（親への不安も除く） 
 
【学校を複合施設に！！】 
・学校＝教育＋放課後や、子育て＋高齢者の施設と
して活用していくことができるようにする（学校の複
合施設化） 

・学習環境整備と地域の拠点整備という視点から、学
校にエアコンを設置する 

【民間も巻き込んで楽しく身近に】 
・社会科見学や出張授業（民間企業も含めて） 
・幼稚園が持っている自然園の活用ができないか 
・日曜など休日の活動（学校の花壇、草むしりなど） 
 
【安心な広場づくり】 
・住宅街で子ども達が安心して遊べる広場づくりを進
める。ドラえもんの土管のある広場を 

 
【地域コミュニティ推進】 
・子ども達への情報発信（大人だけでなく） 
・四季の行事 
 
【防犯パトロール】 
・防犯パトロール、通学時の見守り 
 
【みどりの保全・環境学習】 
【学力育成・学習環境】 
【ボランティアによる勉強会】 

〇取り組んでみたいこと・出来そうなこと 〇地域・行政等と協働で取り組むとよいこと 
【みんなが心のゆとりをもてる所沢に】 
・みんなが喜ぶ、喜ばせるという心、譲ることによって
できる心のゆとり 

・あいさつ、声掛け 
・ボランティアの育成 
 
【必要な支援を必要な人につなぐ】 
・地域のご隠居さんづくりとその情報提供（子育て支
援コーディネーター） 

・地域福祉サポ受講後活動できてない人がいる 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【あなただけじゃないよと伝える】 
・安心できる心、気持ちを持てるような講演会などの開
催 

 
【利用者支援事業の充実】 
・子育て支援コーディネーターの設置 
 
【幼保小のつながりを強める】 
 
【個人情報活用体制】 
・支援が必要な人を支援できる人をつなぐための個人
情報活用体制の構築 

 
【学校を活動拠点に！！】 
・学校で放課後デイ 
・学校に児童館の情報など子どもが参加するものを掲
示する。プリント配布する 

・学校の空き教室の利用・活用 
・土曜教室の活用（ネットワーク活用）→敬老会、夏祭
り、廃品回収、美化活動など 

・学習環境整備の観点で、学校へのエアコン設置 
・学校の複合施設化（教育、放課後、未就学児、高齢
者）できるところから 

 
【今ある活動を拡充する（新しい立ち上げ大変）】 
・高齢者と子どもが一緒に過ごす機会の設置（おやつ
や教室など） 

 
【防犯パトロール】 
・子ども向けの行事 
・防犯パトロール、自治会等への協力依頼（ボランティ
ア 気軽に） 
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●４班 

重点的な取り組み 

「人と人との『絆』」「健幸長寿」 

〇アイディア・意見等 

【マイレージをどう広げるか】 

・1500 人→34 万人が対象 

・高齢者が多い？ 

・40 代以上抽選 

・誰もが･･･（高齢者、引きこもり、ゲームの子ども） 

 

【体づくり】 

・スポーツの視点で！ 

・未病、健康の確認、検診の技術の進展にも 

 

【心の健康】 

・アウトリーチ 

・民生委員、ケアマネのサポート 

・無関心を外に出す方法 

 

【食】 

・食べて健康な体をつくる 

 

【人】 

・市民の中のリーダー育成？ 

・心の面の健康→外に出る！ 

・人と会う 

 

【年配者向けフィードバック手法】 

・マイレージメンバー交流会 

・地域で！！ 

・地域に健康推進員！？（鳩山町） 

 

【知】 

・専門家の常識を伝えていくか？ 

・知って理解するプロセル 

・ためしてガッテン・体にいいよなど！How！ 

・これなら出来そうと思える！ 

・映像を使っている 

・早稲田大とのコラボ 

・距離だけで無く、健幸長寿を学べる講座、歩き方、

靴の選び方 

〇取り組んでみたいこと・出来そうなこと 〇地域・行政等と協働で取り組むとよいこと 

【行政による発信から市民都の双方向事業へ】 

・ルートへのいいね！ 

 

【スマホアプリを活用した参加】 

・インスタグラム 

・SNS 

・情報のフィードバック 

 

【ウォーキングマップ充実→目的別・テーマ別】 

・テーマ例：インスタ映え、健康食！ 

 

【市民によるルート提案＋コンテスト！】 

・ルート一位になったらウォーキングイベント 

・市民提案によるウォーキングイベントづくり＋イベント

実施 

【体・知】 

・歩き方講座、youtube 

・所沢出身力士の活用 

・転載 

 

【食】 

・所沢産、野菜を使ったメニュー開発 

・ちゃんこ鍋 

・photogenic 
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●５班 

重点的な取り組み 

「地域で見守る」「子どもの育成」 

〇アイディア・意見等 

【地域での教育】 

・学校の問題は地域差があるのは仕方がない 

・上級生→下級生へ教える 

・教員の負担軽減をし、子ども達と向き合う時間の確

保 

・基礎学力充実、地域活性化、学校で行わなくて良

いことを地域へ 

・地域の文化・スポーツサークルとの交流 

・社会教育、文化活動への移行のステップをつくって

いく（学校と放課後の活動を切り離し） 

・スポーツ少年団等の活動 

 

【放課後の教育・居場所】 

・こども食堂 

・子ども食堂などの活用 

・子どもの読書活動推進事業 

・身近な本が読める場所 

・長期休業期間等の学習支援（教員を目指す学生、

退職教員等） 

・「ほうかごところ」全校へ導入 

・学校で宿題を終わらせる 

・親御さんへの負担軽減 

・子どもの放課後の居場所 

 

 

【支える仕組み】 

・子育てに興味があるのは、学齢期前、それ以降の子

育て事業をどのようにするか 

・支える「仕組み」「体制」←子育て事業で 

・ボランティアの活用 

 

【人材の発掘・活用】 

・おじいちゃん、おばあちゃんとの交流 

・子供会、PTA等と自治会、長生クラブの連携づくり 

・連合会での体制が難しい。小さな単位で（自治会単

位で） 

・人材の発掘・登録・育成・活動の場の提供 

・周知（育成の）･･･どのように行政で場を提供し、人を

集められるか 

・学校で担うのではなく、放課後活動→管理面地域で

担えると（よい） 

・ローカルコミュニケーション、組織の再編成を考える 

・後継者が少ない→どのような仕組みで･･･ 

・地域コミュニティは「あいさつ」から。所沢市民 36 万

人「あいさつ運動」・防犯、コミュニケーション、地域

力 

・九州の成功事例 

 

【自然学習】 

・住宅地の学校の自然学習の場を確保する 

 中心部←→校外 

 姉妹校づくり 

・校外の学校と協同で学び合う（交換） 

 

〇取り組んでみたいこと・出来そうなこと 〇地域・行政等と協働で取り組むとよいこと 

 ・郊外のクラブチームだけでなく→地域のチームを充

実させる 

・地域行事への参加（イベント・お祭り・シティマラソン）

既存 

・旧地域〇 ←→新興住宅地 △ 

 地域コミュニティ・つながり 

・学校←行政→地域 

・社会教育委員の活用 

・子ども食堂「福祉的」「地域で面倒を見る」 

・本当の意味での「地域での教育」ができていない 

・高齢者の活用、コーディネートの仕組み 

・学校の仕組みはあるが、地域まで落とし込めていな

い 

・どのように落とし込むか 

・「有料化」施設利用（適正な運営が可能であれば、

すべて無料ではなく、有料にしてもよいのでは） 
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●６班 

重点的な取り組み 

「環境にやさしい」「エコタウン」 

〇アイディア・意見等 
【緑の保全】 
・地域のみどりは地域で守る 
・市民主体のみどり保全活動の普及 
・萌芽更新伐採木の頒布→欲しい市民と地主をつな
ぐ 

・萌芽更新伐採木の活用→所沢ブランド 
・「里山保全地域」の拡充を！（みどりが消えたらその
分創出） 

・平地林付き 病院・学校・住宅地・公民館・老人ホー
ムのシステムづくり（助成金） 

・地域のみどりは地域で増やす 
・高齢農家への支援を考える-若者の参加 
・農地を手放す理由は個々に違うだろうが、農地が住
宅に交わる現状が目に付く 

 
・産業関連・防災 
 
【都市・まちの環境】 
・高層住居の高さに制限を設ける（災害時、日照問
題、景観など） 

 
【PR】 
・みどりの効用もっと宣伝を！！→病気の罹患率低い 
・里山、雑木林の中にオリエンテーリングの札を設置
し、子ども会や学校のイベントで活用し、ゴミ拾い等
につなげてもらう 

・市民記念樹活動の取り組み 
・学校行事としてみどりの保全活動を実施 
 
【市民意識向上】 
・環境ポイント制、良い取り組みのポイント加算制度
（他分野との連携） 

・学校の授業義務化（ごみ処理、自然、ふれあい、エ
ネルギー） 

・環境教育、総合学習の実践 

【廃棄物】 
・腹八分目の食事を心がけ、食品ロスを減らす 
・食品残渣等の回収、有効利用 
・生ゴミ処理 独立別ルート 
・ごみ袋の有料化、個別回収にすることで排出される
ゴミの量を減らす 

・古着リサイクル（毎週エコロ市開催） 
・用途別のもったいない市を開催し、もったいないの
心を醸成（地域開催） 

 
【エネルギー抑制・再生を】 
・発電機付きトレーニングマシン利用の推進 
・雨水の利用設備を個別・地域単位でできないか？
（災害時、最も困るものである） 

・まちづくりによる環境への誘導（省エネ住宅、自転車
レーン等） 

・自然エネルギーを活用した開発地区の指定 
 
【生活配慮】 
・歩きと自転車を中心にまちづくりをする地区指定へ
の普及（モデル地区など） 

・ところバスの増設、路線増。高齢者の免許証返上を
進める。市内の渋滞緩和 

・道路の拡張・整備、歩道・自転車道がなく不安（車運
転するにも）、災害時の避難路の確保 

 
【水環境】 
・川の美化（清掃）活動 
・河川・水路の整備→自然環境に配慮、治水対策 
・下水道の普及率を高める 
 
【エコタウン】 
・サクラタウンにおける東川の桜の植樹←遊歩道など
の整備の充実 

〇取り組んでみたいこと・出来そうなこと 〇地域・行政等と協働で取り組むとよいこと 

【意識共有・向上・啓発】 

・省エネ対応（家電買い換え） 

・市内のゴミへの意識啓発 

・「みどりのパートナー」への登録 

・ステータスの意識化 

 

【古着のリサイクル（システムの構築）】 

 

【生ゴミの分別、腹八分目（ムダを減らす）】 

 

【みどりが多いことの宣伝（資産価値上がるよ！）】 

【まちの環境を PRする（行政と一体で）】 

・市民活動・取組み、伝えて知ってもらうことができれ

ば 

・メリットの提示 
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●７班 

重点的な取り組み 

「愛着と誇り」「所沢ブランド」 

〇アイディア・意見等 

【COOL JAPAN FOREST 構想】 

 

【所沢駅周辺の活性化】 

・それぞれの駅が分離していて一体感がない 

 

【水とみどりのネットワーク・狭山湖周辺魅力創造】 

 

【考え方】 

・地域経済の活性化→地域に根差す人の交流を盛ん

にしたい 

・ベッドタウン故の主体性欠如を変革する 

・「何をするか」が大事→軸になるものを一つ、長期的

な視点で 

・地場の企業・商店が発達せず、域外企業の集合体と

なっているのでは？ 

・新しい店ができる兆しがあるのか？ 

・商店個別ではなく、連携した商売をしないとお金が

中央に逃げる 

【古くからあるものを活かした魅力づくり】 

・航空公園・トトロの森など昔から存在するものの取り

組み 

・観光資源 PR（トトロの森、航空公園、狭山湖、西武ド

ーム） 

・古民家のリノベーション 

・埼玉西武ライオンズ、北勝富士、所沢ブロンコス 

・プロスポーツと遊園地等の施設 

 

【市民どうしの接点づくり】 

・普段着のつきあい→中身のある会議を 

・「～すべき」→「～したい」へ 

 

〇取り組んでみたいこと・出来そうなこと 〇地域・行政等と協働で取り組むとよいこと 

【巻き込む・巻き込まれる】 

・SNS による発信、拡散 

 

【プラウド（誇り）を持つ】 

 

【地域のつながり】 

・PTA を終わった人も地域に関わりを持てるように（お

祭りなど） 

・子どもと地域の自営業者が関わる場づくり 

・運動会に地域に根差す子ども・自営業者を呼ぶ（交

流） 

・普段着で会議する＋形式張らずに中身のある議論

をする（地域の寄り合いなど） 

 

【情報発信】 

・SNS を活かした情報発信 

・学生に発信させる仕組みをつくる 

【ブランド化・農産物の活用】 

・所沢産農産物の活用 

・所沢の作物を使っての商品の開発 

・所沢グルメの創出・定着 

・これまでの経緯を活かす 

・ブランド化、いろんなものに関連づけ 

・狭山茶のブランディング 

 

【民泊ビジネス】 

・不動産業者へのアプローチ 

・ベッドタウンの特長を活かす 

・民泊ビジネスの活用（都内から一時間） 

 

【目玉施設「水族館」】 

・海なし県に海の水族館を作り PR する 

・里芋をえさに魚を育てる 

 

【狭山湖のリゾート化】 

・狭山湖周辺のフリーリゾート化 

・今は湖面に歩いて行けない 

・水上スキー、キャンプ場、ツリーハウス 

 

【一体感と誇り】 

・一つのまち（駅）で暮らしが完結できるようにする 
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●８班 

重点的な取り組み 

「環境にやさしい」「エコタウン」 

〇アイディア・意見等 

【エコ施設】 

・補助制度があるといい 

・森・街路樹・公園など維持費がかかる 

・環境配慮型住宅（建物） 

・蓄電池を安く手に入れることができれば！ 

・ソーラー・エネファームが安く、家庭に設置出来るこ

と 

 

【緑】 

・街路樹を常緑樹に 

・みどりの保全（特に市街地の） 

・自然との調和（共存） 

・まちなかのみどりを創出（ポケットパーク、親水施設） 

・まちなかの緑（ポケットパーク・東川・親水施設の） 

・道路に葉が多く困っている。クリーン作戦の実施 

・落葉ですべってしまう。自転車で危険 

 

【生物多様性、外来種】 

・既定種と外来種←既定種を守る施策が必要 

・出典の誘致・要請←個人では難しい 

 

【地域ごとにモデル地区を作る】 

・地域の個性を発見、伸ばす 

【リサイクル】 

・リサイクルの推進 

・何でもリユース 

・「ふれあい館」･･･求めます・譲りますのコーナー＝数

が少ない、あまり知られていない？ 

・３R の推進、外国人住民に対する PR 活動 

 

【自転車の利用】 

・自転車シェアリング 

・川越でやっている「乗り捨て OK」買い物時、行きは

自転車、帰りにバス・タクシー 

・歩きやすい道。快適な自転車環境 

・車社会（ガソリン車）からの脱却 

・自転車に乗るときマスク必要 

 

【リノベーション】 

・今あるものを再活用する 

 

【地域で雨水タンク】 

・８月、10 月の長雨の時に、この水が家庭で使えたら

良いと思った 

〇取り組んでみたいこと・出来そうなこと 〇地域・行政等と協働で取り組むとよいこと 

【再利用】 

・ゴミにならないような利用の仕方を 

・洋服のリサイクル（企業でもやっている）←金券と取り

替えてくれる 

・ゴミの排出を抑える→リサイクル（欲しい物が見つか

る） 

・「環境にやさしい」ものの購入。利用 

・どこでもできる、そろうものなら地元を利用 

・地元の店を活用 

・所沢にも特徴のあるお店があると分かってきた 

 

【街路樹の落葉掃き】 

・落葉樹のクリーン作戦（市で行う日を決めて実施す

る） 

・自宅・職場の前の清掃 

・市として年 1回クリーン作戦日など設ける 

 

【街への愛着】 

・清掃活動、防犯活動 

・実は地域で行っている 清掃活動年2回、防犯活動

年 3回 

 

【環境・エリアを分ける】 

・取り組む内容 

・エリア的な特長をもたせる 

 

【巡回回収】 

・今は呼ばないと回収に来てくれない 

 

【街路樹や地域の緑・管理・保全】 

・地域ごとに話合う 

・空き家（地）の活用 

・行政と企業 地域の方も入って話し合いを 

 

【空き家・荒れ地 市で借り受けて自転車シェアリング

の拠点化】 

・自転車シェアリング 

・自転車シェアリング、シェアリング場所の整備、自転

車道、レーンの整備 

・シェアリングの自転車で来るとポイントをもらえる 企

業と連携を！ 

 

【補助金制度の創設・拡大】 

【歩きやすい・楽しい・魅力ある街づくり】 
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【体験談の発信】 

・リサイクルで「こんないい物が手に入った」とか 

 

【移動手段を考える】 

・自転車のシェア（駅等で不要になっている自転車を

利用）←自転車自体も再利用で 

・移動手段を整備、自転車、なるべく歩く 

・公共交通機関の利用、なるべく自転車・徒歩での移

動 

 

 

 

【駐輪場の整備】 

・市の駐輪場はいつも一時利用が「満」になっている 

・自転車による移動は重要、PR発信（行政と地域で協

力する←イベントを実施） 

 

【雨水利用】 

・リバープロジェクト、水の再生・利用 

・風力発電 

 

【落葉樹の落ち葉掃きを地域の方々と一緒にやる】 

・上下水道局 落ち葉掃きの業務をやっている 

 

【学校でのエコ活動・学習の強化】 

・子どもの頃からの習慣化 

 

【エコカー利用の推進（購入・買い換え）推奨制度】 

・公用車 電気 自動車 水素 
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●９班 

重点的な取り組み 

「愛着と誇り」「所沢ブランド」 

〇アイディア・意見等 
・所沢のブランド「食べ物」をイメージする 
 
【既存の資源の活用】 
・実際はトトロの森っぽいものがない 
・例 東所沢の周辺整備 
・三富新田→昔からの農地、住居がありきれい 
・田園風景の活用 
 
【資源は多い】 
・プロ野球の球団がブランドではないか 
・トトロの森はブランドではないか 
・所沢焼きそば、ビールとか、いいものがある 
・お茶（狭山茶） 
・トコロン羽子板、ひな人形 
・航空公園・神明神社（旅立ちの御利益） 
・交通網が良いので移動しやすい 
 
【研究者と連携して農業を盛り上げる】 
・家政大との連携 
・農地の活用←大学と農地（農業）との連携 
 

【PR/宣伝が課題】 
・PR の仕方、今は点になっている。今後は面が必要 
・サトイモ畑 
・見澤牛など食べ物のブランドがある 
・どう生かすか？ 
・例：野球観戦のあと、飲んだり食べたりできると良い
→今はない 

・食べ物のブランド化が必要 
・地元のサトイモが京都とかに行ってしまうので食べら
れない 

 
【連携が弱い】 
・いろいろな資源をつなげていく 
・市内のデパートの特産品コーナーをつくる 
・競争があまりない→分野でブランド化する 
・所沢ビールをもっと売っていけるよう PR する←今は
高い 

 
【愛着はある！が、良さの PR が弱い】 
・うちは愛着をもって住んでいる 
・ファーストチョイスではないが住んで良いまち 
・新しい人が入ってきても受け入れられやすい 
・新しい人と地元の人が自治会と融合している 
・実際住んでみると便利 
・PR の仕方が弱い 
・まちの PRの仕方を工夫する 

〇取り組んでみたいこと・出来そうなこと 〇地域・行政等と協働で取り組むとよいこと 

【敷居が近い参加の機会があれば参加していく！】 

・敷居が低い参加の機会には参加する 

・ある程度知識をためてからで無いと行動しづらい 

 

 

【所沢を知る機会をつくる】 

・所沢のことをもっと知る機会 

・リハビリセンターの見学会 

 

【モデルコースの作成】 

・モデルコースをもっと宣伝する 

 

【気軽に参加できる機会】 

・気軽に市民と行政とが話をできる機会がほしい 

・今日のような会議 

・興味のある人が参加出来る仕組み 

・市議会は敷居が高い 

・市民が興味のあるテーマで気軽に参加出来る仕組

み 

 

【施設等の連携】 

・トトロの森→野球→ビールという関連した戦略が必要 

 

【資源の活用】 

・KADOKAWA、西武を使って PR したらと思う 

 


